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バッハ「12の小プレリュード」の演奏について

中 村 一郎

　大バッハと呼ばれ，西洋音楽の源でもあるヨハン・セバスチャン・バッハJohann

Sebastian　Bach（1685～1750）の音楽の世界は実に偉大で計り知れないものがある。彼

はオペラを除くあらゆる音楽の領域の作品を残しているが，鍵盤楽器のたあに書かれた作

品はピアノ学習上特別重要なものばかりである。

　彼のクラヴィーア曲は200曲をこえるのであるが，その著名な作品は次の通りである。

　フリーデマン・バッハのためのクラヴィーア小曲集，アンナ・マクダレーナ・バッハの

ためのクラヴィーア小曲集，二割・三脚のインヴェンション，平均律クラヴィーア曲物，

イギリス組曲，フランス組．曲，パルティータ，トッカータ，ファンタジーとフーガ等。

　さてこれらの名曲の中でもピアノ音楽の聖書とよばれる平均律クラヴィーア曲への到達

が，ピアノ学習者にとって1つの大きい目標なのであるが，若い学習者の大半は多声音楽

（Polyphonie）の演奏の困難に恐れをなし，次第にバッハの作品のピアノ学習を敬遠し

て行く者が多いのは残念である。平均律クラヴィーア曲集へ進む前段階であるインヴェン

ションを練習する期間に，正しく，快適に，そしてカンタービレ奏法による美しさを感得

させることができる指導法を教師として研究しなければならないのである。

　12の小プレリュードはこの問題の解決に最適の曲集なのである。

　シュヴァイツァーは次の如く述べている。「是等の小作品の中に於てさえ，バッハの圧

倒的な偉大さが啓示されている。彼は只，単純なる幾つかの練習曲を書くつもりであった

が，実際に書いたものは，一度弾いたものは夫れが忘れられず，また大人が常に新しい喜

悦を以て，悟れに戻って来る類の作曲であったのだ。」　（津川主一訳）

　プレリュードの12曲のうち7曲（第1，4，5，8，9，10，11番）はフリーデマンの

ための小曲集中のものであり，他の5曲　（第2，3，6，7，12番）はJ．P．ケルナー

（Johann　Peter：Kellner）の写本の中にある曲である。ハ調からイ調まで調性に従って

配列して1843年に出版された。楽曲は規模も小さく即興的な自由な構成のものが多いがイ

ンヴェンションに比較される程の対位法的手法の作品も含まれており，バッハが息子のブ

リーデマンのために作曲した教育的配慮がうかがえる明快な名作である。全12曲を弾きあ

げてみるとバッハの音楽の喜びが直接心に伝はりその芸術性にうたれる小品である。小曲

であるからこそ練習に於て緻密な心くばりが出来るのであり，インヴェンションへの導入

の最適の教材として愛奏を希望するのである。

　次にその演奏についての注意点を述べる。

プレリュード　第1番　C伽　BWV　924

　フリーデマン・バッハのためのクラヴィーア小曲集の第2曲である。

　同じ音型の反復である前半の単調さは，後半のトッカータ風な急速なパッセージで自由

な展開をみせて素晴しい。テンポは曲の内容をよく理解し弾きこむことにより，よいテン
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ポを感得出来るものであるが，参考資料としてケラー，ブゾー二，フィッシャーの版での

速度と筆者のものをあげてみよう。

　Keller　　　J＝63　　Busoni　　　Sempre　tranquillo

　Fischer　　Moderato　　筆者　　　Moderato

　（1＞の演奏では左手の装飾音を取除いた練習を行い，特に右手の各拍のはじめの16分休符

の正しいリズムのコツを手頸を柔かくした運動で覚えた上で，装飾音を入れて弾く。それ

は正確な拍子の時点で音を出すことである。第3小節と第4小節の装飾音Doppelt

cadence　und　Mordantは，右手とのつりあいを考へて数の少いトリルで譜例a），　b）の

如くきれいに表現した方が好ましい。
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　②の16分音符によるパッセージは両手の受渡しにリズムにも音量にもむらのないよう，

1の指の強さに注意する。この部分の流れやもり上りは，よい指遣いがものをいうのであ

る。終止形の前で大袈裟なrit．を行はないように，自然な重さによる弾き終りとする。
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プレリュード　第2番　C伽　BWV　939

ケルナーの写本の中にある曲である。
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初歩の学習者は分散和音によって小さい手をひろげることが出来る。

ケラー一」＝92　　ブゾーニーSostenuto　　フィッシャー一Allegro

筆者一なあらかに力強く，かけ出さないで，
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　例（3）の最初のオクターブはたっぷりした音量を響かせるように，腕，肱，手首はこわば

らせないで，指でしっかりつかむように弾く。第4小節から左手が右手の小型の模倣を数

回行うが，正しく選んだ指遣いによってうたって弾くことが大切である。第9小節の左手

のモルデントは指先の力をぬく感じをうまくつかんで奏し粒を揃えるのである。

　最後から3小節目の16分音符のパッセージは指先に重みがかかるような良い運指で効果

をあげる。

プレリュード　第5番　C初o〃BWV　999

　ケルナーの写本の中にある曲である。これには「リュートのたあに」と表題に書かれて

いる。ハープ風に弦をかき鳴らしている感じが偲ばれる曲である。

　ケラー一」一72　　ブゾーニーLeggermente

　フィッシャー一Allegretto　　筆者一静かに動いて

　平均律：第1巻の第1番のプレリュードと同じくつぎつぎと連続する分散和音による作品

である。分散和音を和音にまとめて弾いてみると，和声進行も指のポジションの変化もつ

かみ易くなり，演奏に役立つ。
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各小節1面目の音は常に左手の4分音符から始まるので，これを充分テヌートし，柔か

く響かせて，音楽がこの低音によって進行している事を感じ取らねばならない。右手は第

3拍のリズムがかけ出したりだれたりしないように注意が必要である。

　終結の和音の前で右手は自然な重さでテヌート気味に奏し，終りの和音はおだやかな音

量が好ましい。全曲の表現では第17～25小節の盛り上りと第25～32小節のdim．を大切に

する。

　プレリュード　第4番　D伽7BWV　925
　フリーデマンのための小曲集の第27曲である。厳格な模倣書法により構成された名曲で

ある。

　ケラー一」＝66　　ブゾーニーJempo　giusto

　フィッシャー一Allegretto　　筆者一Moderatoなめらかにうたって

　主題は10度の音域をもつ16分音符の音階的進行である。主題の全体の形は始めの4小節

でソプラノ，バス，アルト，バス声部の順に応答，反復されて，又，終りの4小節にも示

される。

　第5～7小節ではモティーフCの追かけと反復：，第10～11小節はモティーフBの追かけ，

第8～9小節はその上狛部であるAの追かけと続いて，モティーフ的展開の技法が見事で

ある。

　第1小節の左手の2声部と，第2小節の右手で受持つ2声部には，切分音的な進行があ

る。この後この形態が度々現れるので，奏者は2声の指を意識して正しく聴き乍ら，ゆっ

くり練習を重ねて，すっきりと仕上げねばならない。この型の弾き方如何によって，この

曲の演奏効果は大いに左右されてくる。

　第8小節はPから始まり，第11小節の前半まで自然なcresc．で高潮して行く，そして

左手のリズムが明瞭に流れ，特に第10小節からのモティーフBの追かけは生き生きとした
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楽しさを表現すること。
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　終りの2小節，譜例の（7）は内声に主題が現はれて，その上，低音部のためにまとめにく

い部分である，主題はややノン・レガートになってもよい，澄んだ音を出すように心掛け

るようにする。終りは弱々しくなりすぎぬようにし充分リテヌートして落ちついた歌い方

で終了する。

プレリュード　第5番　D〃2011BWV　926

　フリーデマンのための小曲集の第4曲である。この曲も終結近くにトッカータ風なパッ

セージの盛りあがりが全体をひき締めている。

　ケラー　　　」＝116　　ブゾー二　　　poco　vivace

　フィッシャー　　　AUegretto　moderato　　筆者　　　AIIe鎮。　moderato
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　アレグロモデラートにやや思い切って演奏する。譜例（8）の左手，装飾音符の次の小節の

低いD音は荒いタッチにならぬように注意をする。

　斜鼻（9）のはじめの第39小節以降のカデンツァの如き動きは，左右の手の交互受渡しのか
わり目が判らぬように奏し，特に拍子を題しさないことである．第39－42・！・年間の趙稽

拍子に変形しやすいので注意をする。

　次の第43～44小節ではカデンツが判るように強く巾広く表現し，そのあとatempoに

するが次第に静かな落ついた演奏で終る。

プレリュード　第6番　D初011BWV　940

ケルナーの写本の中にある曲である。

静かであるが，深い悲しみを秘めた作品である。

ケラー一」一60　　ブゾーニーun　poco　Largamente

フィッシャー一Adagio　筆者　　　巾広く表情豊かに

㈹

　合奏曲の緩徐楽章のアリアを奏する気持でソプラノ声部とバス声部とを，交互に歌はせ

て行く。第2小節以降の右手に1拍を越えて持続す音が多いので注意を要する。4声部を

レガートにひく練習の曲である。
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　譜例q1）の第8～10小節はdim．のために音が消えてしまわないように奏する。特に右手

に現れる連続する4分音符は，指の置き換えを守り，手頸の無駄な力を抜いて音を保持し，

ソプラノを充分歌って終結に向う。この際，右手の中声はうるさくならぬように，柔かい

タッチを心掛けて練習を重ねる。

プレリュード　第7番　E鋭011BWV　941

ケルナーの写本の中にある曲である。
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しっとりとした流れをもつ優雅な曲である。

ケラー一」＝112　　ブゾ一二　　　grazioso　e　scorrevole

フィッシャー一Andante　筆者一やさしくうたって
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　この曲の音型は，第2音から始まっているので，此に続く左手の各旋律の入りが，同じ

音・型であることが判るように奏すること。

　第3～5小節及びこれに続く第10小節までの右手と左手とはそれぞれ別のフレージング

が要求されているので，左右別個の練習を注意して行なうこと。特に右手のソプラノ，ア

ルトの二声部はレガートに歌はせて自然な盛りあがりのある表現を把握する。
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　二丁（姻の始の第11小節で左手が右手の模倣を行なう型は，共に目立つように強めになあ

らかに奏し，次の第12小節は弱く軽く力をぬき，この表現を3回つづけ乍らcresc．を行

なう。最：終の第22小節はおだやかにテンポを落すのである。

プレリュード　第8番　F伽γBWV　927

フリーデマンのための小曲集の第8曲である。

合奏曲のような明快で楽しい小曲である。

ケラー　　　」＝88　　ブゾー二　　　AIIegro

フィッシャー　　　Allegro　molto　筆者　　　Allegro
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　譜例（1ので第1～2小節は細かいリズムを右手で行ない，第3～4小節では逆にこの型を

左手が奏する。16分音符の各拍のあたまに軽いアクセントを意識してつけ乍ら指練習を別

個に行うこと。両手の音の反復を，均斉のとれたリズムで作り上げる。

　第5～8小節にかけての左手のスタッカートは少し長めに弾き，話しかけるような表現

をとる。
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　譜例（15）の始めの第8小節と第9小節との各後半の左手の分散和音は音の線が目立つよう

に弾く。終結の部分はrisolutoに表現し，ペダルを使用することが出来る。

　この曲は前半8小節と後半8小節とに分けられるが，前のフレーズの終りと後のフレー

ズの始まりとが，第8小節の中間第3拍で重なっている為に，15小節の長さとなっている

のである。このフレーズの替り目がこの曲に，1つの魅力ある効果を与えているのである。

プレリュード　第9番　F伽γBWV　928

　フリーデマンのための小曲集の第10曲である。

　ケラー　　　」＝66　　ブゾー二　　　Moderato

　フィッシャー一Concertante　　筆者　　　Allegretto　moderato

　模倣書法により構成された2声のインヴェンションとみることができる。一部に和声的

な声部と，オブリガート風な声部とが加はっているが，輪郭線は明らかに2声である。
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　モティーフAは指の重みでレガートに弾き，最：初の音をぶっつけないように注意する。

モティーフBは和音を響かせる為に，肩，腕，手解を柔軟にして，指でしっかり和音を掴1

むようにして弾き，そのスタッカートは鋭くしないように奏する。

扇＼＼、 ．就＞」芭＼＼．

　譜例（17）のはじめに弾く左手，右手のモティーフAと，第8小節の左手，右手のモティー

フBとは，はっきり表現する。第6小節の左手の2つめの音から始まる交互に組み合され

た2声は，左手の指先を少し立て気味にして重さをかけると，易しく弾くことができる。

　譜例⑬の第11小節は深いタッチで強めに始めて特に左手の音の線を出すこと。右手は重

音がずれないようにまとある。またこの部分は早くからdim．にしないで強さを保つこと。

　第12小節の後半から次第に音量を加へ，第16小節でひき締ったもり上りを作る。

　終りの小節は少し速度を落してていねいな終りにする。

　プレリュード　第10番　G〃goll　BWV　929

　フリーデマンのための小曲集の第48曲である。この曲は，バッハがシュテルツェル（Go

ttfried　Heinrich　St61zel）のメヌエットのために作曲したトリオである。

　2部分形式の短調の静かな情緒ある曲である。

　ケラー　　　　」＝92　　ブゾー二　　　Andante　molto　espressivo

　フィッシャー　　　In　tempo　di　Menuetto　筆者　　　Andante静かに歌って

　譜例⑲はトリオの後半の部分である。右手の2声部の表現を大切に練習し，ソプラノ声

部の3拍をこえる長い音をていねいに響かせる。又その時の内野の8分音符は無表情にな

らぬように歌わせて，流れをソプラノに渡し，次第におだやかに速度をゆるめて終結させ

る。カンタービレ奏法の教材として恰好な美しさを持った小品である。



62 バッハ「12の小プレリュード」の演奏について（中村）

α9　　倉　　1

ヨ
5傷　　3　　　　　　　，　4

≡

，！

慨∫　，
暮

暮

’

435　　3’〆
@　　　　3

払5　　42　　1　2

、 1 誕三『一「2
o

●
≡

●

＿ノノ @三三1
1

ヌ》， ア

●

：

o

6・　3

　プレリュード　第11番　G初01Z　BWV930

　フリーデマンのための小曲集の第9曲である。

　この曲の1つ1つの音符に指遣いが記入されているが，これはバッハの運指法なのであ

る。これを見るとバッハが黒鍵に1の指を使わないようにした事が判る。2部分形式の作

品である。

　ケラー一」＝76　　ブゾー二　　　Elegantemente　tranquillo

　フィッシャー　　　Con　moto　　筆者　　　Andantino
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　譜例⑳の第3小節からソプラノ声部に現われる巾広い音程を含む旋律線は，腕，肱，手

頸を柔軟にして，指先に重みをかけて，その音程が大変自然なレガートで統一されるまで

右手だけの訓練を試みることが大切である。この練習によって，各フレーズの音楽的な息

づかいが自つと理解されてくるものである。

　バス声部の4分音符は全てノン・レガートで奏する。
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　譜例⑳のはじめの第11小節の装飾音符を音楽的に奏するために．先づ左手の音を強あに

弾き，右手とのリズムのつり合いが正しく取れる段階になった時点で，左手の音量を自然

に軽くしてまとめるのである。

　第12～16小節のソプラノ声部とアルト声部は大切にしたいとζろである。ソプラノ声部

uの4拍の音符や付点2分音符や付点4分音符等の長い音は，指を鑑盤上にその時聞だけ正

しく置いて，奏者はその指のタッチを意識して音を聞いていなければならぬ。アルト声部

は変更したこの指遣いでやさしく弾くことが出来る。第15～16小節の終結まではゆっくり

弾きおさめるようにする。

　曲の後半も同じ奏法を心掛けるのである。

　プレリュード　第12番』剛oZZ　BWV　942

　ケルナーの写本の中にある曲である。

　2声のインヴェンションである。両手の独立性のためのすぐれた練習曲で，明るい踊り

の動きを感じさせるものがある。

　ケラー一」．＝72　　ブゾーニーGigue　con　spirito

　ッィッシャ一一Allegro　energico　筆者　　　生き生きとした踊りの気分で
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　譜例⑳の如く8分音符の第1音だけスタッカートにしてキビキビとしたリズムを強調す

る。第2小節の右手の2拍目のリズムと，第4～5小節に於けるそれぞれの2拍目の両手

のリズムは，特に生き生きと歯ぎれよく表現する。

（23）
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　譜例㈱の第10小節の音階的順次進行のパッセージでは運指に注意して粒の揃ったcresc．

にする。次はこれに答えて，左手が小気味のよいリズムを3回反復するのであるが，左手

の各拍の第1音に軽いアクセントをつけて，ノン・レガートに動きを強調して行き，決し

てリズムを引きずらぬように注意する。譜例⑳の急速なパッセージは正しい運指を選らび，

トッカータ風な音の流れを確実に作りあげて，rit．をしないで終結するのである。

　以上，12の小プレリュードの各々について，学習上の極めて基本的な諸点をあげたので

あるが，楽譜の一部分のみの掲載で理解しにくい場合もおこると思はれる。然し譜例以外

の部分についても小節数を明示して説明と意見を述べたので，全曲の楽譜を参照して読ま

れることを希望する次第である。
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